
さまざまに姿を変えるモノから
生活の知恵や日本とのつながりを発見

古代から人々の暮らしの近くにあった家

畜ヒツジ。その有用性を認めた大ローマ

帝国の軍隊は、ヒツジの群れを従えて行

進したという。人間の歴史も変えたヒツ

ジの秘密とは？

自
然
の
恵
み
を
備
え
た
ウ
ー
ル

ヒ
ツ
ジ
と
い
え
ば
、
ふ
わ
ふ
わ
の
毛
糸
玉
、

暖
か
い
セ
ー
タ
ー
に
、
ウ
ー
ル
の
コ
ー
ト
…
。
乳

は
牛
乳
よ
り
栄
養
に
富
み
、
バ
タ
ー
や
チ
ー
ズ

の
原
料
に
な
る
。
そ
の
上
、
羊
肉
は
世
界
中
で

も
っ
と
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
食
材
な
の
だ
。

ヒ
ツ
ジ
の
価
値
は
、
何
よ
り
も
そ
の
羊
毛

で
あ
る
。
羊
毛
を
加
工
し
た
ウ
ー
ル
は
、
冬
は

暖
か
く
、
夏
は
涼
し
い
。
水
を
は
じ
き
、
汚
れ

に
く
い
。
形
く
ず
れ
し
に
く
く
、
シ
ワ
に
な
り

に
く
い
。
そ
も
そ
も

羊
毛
は
ヒ
ツ
ジ
の
皮

膚
が
変
形
し
て
で

き
た
も
の
で
、
生
物

と
し
て
の
免
疫
効

果
が
あ
り
、
抗
菌
消

臭
効
果
が
高
く
、
火

に
も
強
い
。
生
き
て

い
る
繊
維
な
ら
で

は
の
不
思
議
な
特
性
を
備
え
て
い
る
の
だ
。

現
在
、
ヒ
ツ
ジ
の
種
類
は
３
０
０
０
種
を
超

え
る
。
主
な
生
産
国
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を

筆
頭
に
、
ロ
シ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
中

国
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
続
く
。
日
本
は
、
毎
年

お
よ
そ
羊
毛
20
万
ト
ン
、
羊
肉
15
万
ト
ン
を

輸
入
す
る
世
界
一
の
輸
入
国
で
あ
る
。

歴
史
を
変
え
た
ヒ
ツ
ジ

人
間
が
ヒ
ツ
ジ
を
飼
い
は
じ
め
た
の
は
紀

元
前
６
５
０
０
年
頃
の
こ
と
ら
し
い
。
場
所

は
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
発
祥
の
地
、
現

在
の
イ
ラ
ク
北
部
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を
経
て
ア
ジ
ア
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
に
伝
わ
り
、
15
世
紀
の

大
航
海
時
代
に
現
在
の
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
伝
え
ら
れ
た
。
日
本
に
入
っ
て
き

た
の
は
江
戸
時
代
末
期
の
頃
だ
。
ヒ
ツ
ジ
に

ま
つ
わ
る
言
い
伝
え
も
各
地
に
残
っ
て
い
る
。

ヒ
ツ
ジ
を
め
ぐ
る
紛
争
で
歴
史
が
変
え
ら
れ

た
こ
と
も
珍
し
く
は
な
か
っ
た
。

ヒ
ツ
ジ
に
関
す
る
歴
史
的
大
事
件
と
い
う

と
、
イ
ギ
リ
ス
の
繊
維
産
業
が
産
業
革
命
の

発
端
と
な
っ
た
こ
と
だ
。
そ
の
結
果
と
し
て
資

本
主
義
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
資
本
」

と
い
う
英
語
のcapital

は
ラ
テ
ン
語
で
頭
数

を
意
味
す
る

ca
p
u
t

が
語
源

で
あ
る
。
ヒ
ツ

ジ
は
富
を
生

み
、
資
本
や
投

資
家
を
誕
生
さ

せ
、
世
界
初
の

銀
行
を
作
っ
た

立
役
者
で
も
あ

る
の
だ
。
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第 7 回

糸に紡がれた羊毛は、織ったり、編んだりすることでさまざまな
製品に生まれ変わる。直接肌に触れる肌着やセーター、毛布
や敷布などの寝具、カーペットにもぴったり

天然繊維のため燃え広が
ることも、熱で溶けること
もないので、消防用の防
火服にも使われる

フェルトになる羊毛の性質を利用し、マジックのペン先やパッ
キンとして、またビリヤード台のクロスやピアノの弦をたたくハ
ンマークロスにも使われている

遊牧民は皮で作った袋を水入れやチーズ作りに
利用。皮を丸ごと使った浮き袋は中国の黄河を
渡るイカダとしても活躍してきた。バグパイプなど
の楽器や紙としても使われている
佐藤浩治

羊肉料理の種類は多い。肉だけでなく、腸
は羊腸ウィンナーやヨーロッパの伝統的プ
ディングの入れ物にもなる。楽器の弦、テ
ニスラケットのガット、外科手術の縫合糸
としても使われてきた

刈り上げた羊毛（上）は、石鹸とソーダで脂と汚
れを取り除く（中）。回収した脂はグリースやラノ
リンに精製され、潤滑油や化粧品に使われる。
表皮はウロコのようなスケール（下）で覆われ水
をはじくが、湿気が高くなるとスケールが開いて
湿気を吸収してムレを防ぐ

羊肉の食べ方いろいろ

羊肉でも生後１年未満のラムはやわらかくクセがない。フランス料理では
高級食材だ。２歳以上になるとマトン。マトンを使うジンギスカンは、中国
料理の「コウヤンロウ（鍋羊肉）」がルーツで、日本独特の食べ方だ。蒙古の
武将チンギス・ハーンが食べたというのが由来である。
牛や豚を食べることを禁じるイスラム教やヒンズー教の国では、羊肉は日
常的な食べ物だ。料理の種類も多い。よく知られているのはトルコの代表
的な料理のカバブ。カバブは焼くということで、串刺しを意味するシシがつ
くとシシカバブ、回すという意味のドネルがつくとドネルカバブだ。どちら
にしても、焼いた肉なら羊肉をさすのだ。

トルコ絨毯を織る女性

ヒツジの毛刈り

羊肉は、牛や
豚よりもたく
さんの人に食
べられている
んだよ 衣料用に適したメリノー種のヒツジ。

毛の長さが均一で太さも揃っている

熱帯地方の羊は毛が少なく革製品に向いている。
皮は薄く軽いため機能性が高く、様 な々製品に姿を
変える。人工じん帯に使うことも研究されている

肉と野菜を何重にも重ねたか
たまりを回しながら焼くドネル
カバブ。削ぎ切りにして出し
てくれる
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